
平成25年7月4日 現在

対談市町名 対談項目 各市町長の主な発言内容 知事の発言内容

1 菰野町

対談項目１
知事と基礎自治体
の長の住民に対す
る関わりについて

児童虐待について

認識として、児童虐待は市町村がやるも
のではなくて、県がやるべきことと市町
村がやるべきこととがあって、さらに連
携する部分もあるというところが重要で
ある。
どうやって機動性のある、柔軟性のある
動きをしていくかというところが必要
で、人を充てた、組織を変えた、だけで
はなく、現場でどう動いていくのかとい
うところが一番重要で、そのあたりを県
としてどう考えているのか。

昨年の桑名、四日市での乳幼児死亡事件
を受け、今回は、介入型の部分を強化、
あるいはリスクアセスをきっちりやると
いう部分と、一方で市町がそれぞれに相
談機能を果たしていただく部分のサポー
トを体制整備した。仕組みは一定整備し
たが、これから魂を込めるのが大事だと
いうご指摘はまったくそのとおりであ
り、コミュニケーションの中で、事例を
積み重ねていく中で、そういうことを考
えていきたいと思う。

平成２５年度「県と市町の地域づくり連携・協働協議会」（地域会議）１対１対談の主な発言内容
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2 菰野町

当日追加項目１
予算編成に関する
市町との協議につ
いて

田光に対する環境保全型支払い交付金を
県が予算を固めてから今年は半分にする
という話になった。去年、放課後児童ク
ラブの話でさんざん補助金のあり方につ
いてやって、事前に県は市町と十分に協
議をすると言っていたが、若干また同じ
ようなことが繰り返されているなと考え
ている。これから補正予算を含みで考え
ていくのかもわからないが、もう一度そ
の辺の認識を改めていただく必要がある
のではないか。これは県政全体において
そういうことをちょっと感じている。
せっかく国が1/2県が1/4町が1/4という制
度の中で、県がそれを1/8にしたというの
はちょっとどうなのか、そこで県と市町
はどういう関係にあるのか伺いたい。

環境保全型の交付金を中心として、市町
との予算編成における協議が不十分な案
件が繰り返されているということについ
ては、本当に申し訳なく思っている。昨
年の放課後児童クラブの時に苦しい思い
をした中で、また今年そういうものが繰
り返し起こったということは、市町の皆
さんとの十分な協議、ご理解いただくこ
との徹底、そういうことの組織への浸透
がしっかりなされていないということだ
と真摯に受け止めて、26年度においては
そういう繰り返しがないようにしていき
たいと思う。環境保全型の交付金におい
ても、今、要望額をもう一度それぞれ聴
いて調整させていただくので、その中で
なんとか要望額を満たしていけるように
対応を相談しながら考えさせてもらう。
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3 菰野町
当日追加項目２
制度設計の構築に
ついて

風しんワクチン接種
緊急補助事業とみ
え森と緑の県民税
について

制度設計を構築していく際に注意を払っ
てほしいのだが、風しんの件で菰野町は
23歳以上の住民に対しての助成制度とし
たが、構築するのにあまりにも時間がな
かった。火曜日に照会がかかって金曜日
に知事が発表するというタイムスケ
ジュールで言われると、県と一緒に議論
をする時間がない。もう少し平場の議論
がほしい。
同じことがあって、森林環境税だが、6月
19日に治山ダムの危険個所を6月25日まで
に報告してくれという照会があったが、
それは無理だろう。現場主義というので
あれば、現場へ行って確認する。市町の
職員と県の職員が一緒になって現場へ
入って、時間がかかってもいいので実態
をきちっと掴んでからあげるべき。

特に風しんについては、議会のスケ
ジュールと国との関係での動きの見極め
が遅かったというのがあるかもしれな
い。共に実態把握、協議ができる時間的
な確保はしっかりしていきたい。
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4 菰野町
当日追加項目２
制度設計の構築に
ついて

福祉分野の交付金
について

医療費のこと、予防接種のこと、検診の
ことがあったりして、福祉分野に限っ
て、県として総合交付金みたいな形で交
付金として市町に支出してはどうか。市
町でできるところは、自分たちで選択し
てやってくれというようなやり方の制度
設計はできないか。

それはおもしろい。それが実現可能かど
うかは精査しなければいけないが、私自
身が国に対して、少子化対策においては
県内でも地域ごとに優先度合いが違うの
で地域が創意工夫しやすい交付金的なも
のを創設してほしいと言っている。そう
いう意味では、福祉分野においては現場
においてそれぞれ事情が違うと思う。自
分が国に対して主張していることと共通
項があると思うので、一気にできるかど
うかは分からないが庁内でしっかり議論
したい。

5 菰野町
当日追加項目３
東京の営業拠点に
ついて

知事の思いとして、広くあまねく三重県
を知ってもらうのか、コアな三重県ファ
ンを作るのか、聞かせてもらいたい。

基本的な軸としては、コアなファンを作
る。薄く、あまねく、広く三重県の商品
をすべて、人気のある物からない物まで
並べ続ける、売れ行きやニーズに関係な
く並べ続けるということはしないでおこ
うと思っている。一方、知名度のない商
品にまったくチャンスがないのではいけ
ないので、商品はぐるぐる回して、その
中でトライアルをやってみるとか、手法
でそういう部分はカバーしていきたい。
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